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…
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士
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部

静

治
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経

濟

學
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鞭
認
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目

的

の
規
範

者

…
…
経
済
學
士

大

塚

一

朗

貨
幣

僧
値

安

定

蕊

見
ク

レ
ヂ

。
ト

臓

…

・・-
経
済
學
士

松

岡

孝

児

徳

川
時

代

諸

藩

の
国

産

會

所

に
就

い
て
.-
縄
濟
學
士

堀

江

保

藏

商

人

排

除

の
傾

向

に

就

て

…
…

…
…

…
…
・
経
濟
學
士

谷

口

吉

彦

経

濟

學

の
認

識

主

観

駐

實

践

哲

學

者

…

-
純
濟
學
博
士

石

川

興

二

土
佐

藩

に
於

け

る
育

子

令

に

就

て
…

-
…

縄
濟
學
博
士

本

庄

榮

治

耶

企

業

の

競

争

…
…
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…

・…
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長
期
景
氣
波
動
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一
一
四

第

一
號

一
一
四

長

期

景

気

波

動

に

つ

い

て

柴

田

敬

は

し

が

き

所
謂
景
氣
獲
動

の
外

に
約

五
〇
年
を

一
期
と
す
る
長
期

の
景
氣
波
動
が
あ
る
と
言
ふ
事
は
、
A「
日

の
世
界
現
ハ
慌
と
の
關
聯
に
於

て
、
、近
時
愈

々
注
観
せ
ら
婆

、
所
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
長
期
景
氣
波
動
論

の
貌
角
よ
り
す
る
世
.界
恐
慌

の
研
究

の
準
備
と
し
て
、
先
づ
、
長
期
景
氣
波
動

の
尊
貴
を
餌
…察

せ
ん
と
す
.る
も

の
で
あ
る
。

本

稿

の
第

二
節

は
元
来
附

圖

と
統
計
表

と
を
併
用
す

る
も

の
と

し

て
叙
述

を
簡

略
に
し
た

の
で
あ

る
が
、
都
合

に
よ

の
、
附
圖
も
統

計
表
も

削
除

す
る
事

に
な

っ
た

の
で
、
さ

ら
で
だ

に
不
充

分
な
所
論

が
ま
ナ
ぐ

不
得
要
領

な

も
の
に
な

っ
た

で
あ
ら

う
事

を
恐
れ

る

の
で
あ

る
。
然

し
其

の
謝

は

、
何
れ
補
充

す
る
機
一會

が
あ
る

で
あ
ら

う
。

口
、
序
論
(長
期
景
気
波
動
の
研
究
方
法
)

長
期

景
気

波
動

の
研

究

に
際

し

て
は
、

一
般

に
景
気

受

動

の
研
究

に
際

し

て
そ
う

で
あ

る
標

に
、
景

気
と

は

何

を
指

す
か
と
言

ふ
事

を

、
先

づ
、

明

に
し

て
か

、
ら

ね
ば

な
ら

蹟
。
所

が
、
景

気
と

は
何
を
指
す

か
と
言

ふ
事

は

一
患

は
、
経
験

的

に
與

へ
ら
れ

て
る

る
の

で
あ

っ
て
、
そ

れ
を
特

に
問

題

に
す

る
と
言

ふ
事

は
、
経
験

樹
象

と

し

て
の
景
気

現
象

に

つ
き

、
如

何
な

る
方
面
を
問

題

に
す

る

の
で
あ

る
か
と
言

ふ
事

を

、
反
省

し
明
確

な
ら
し
む

る

ヘ

ヘ

へ

事

で
あ

る
。
然

る
に
如

何
な

る
方

面
を
問

題

に
す

る
か
と

言

ふ
事

は
、

一
慮

は
、
研
究

者
.の
自
由

な

る
決
定

に
委



さ
れ
た
所
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
而
し
て
此
の
意
味
の
み
に
於
て
、
景
気
と
は
何
を
指
す
か
と
言
ふ
事
は

プ
松
山
町
、
言
葉
の
約
束
の
問
題
で
あ
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
景
気
L
」
は
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
支
配
す
る
枇

曾
の
経
擁
的
活
動
の
景
況
活
気
を
意
味
す
る
も
の
正
す
る
。

勿
論
斯
〈
言
っ
た
所
で
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
と
は
何
か
、
経
済
活
動
と
は
何
か
、
等
の
問
題
は
依
然
と
し

て
残
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

ヨ
リ
基
本
的
な
研
究
過
程
に
於
て
決
定
さ
れ
て
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
足
気

の
研
究
に
際
し
て
は
、
そ
れ
を
受
け
継
亡
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
上
述
の
眠
念
規
定
に
よ
っ
て
、
何
み
伊
-
基
準
と
し

て
最
気
を
見
る
べ
き
か
、
と
言
ふ
挙
が
問
題
に

3
れ
特
る
事
に
な
4
Q
C

此
の
問
題
を
我
々
は
叙
惑
の
便
宜
上
、
長

期
最
ん
筑
波
勤
の
一
事
賀
親
寝
に
際
し
て
述
べ
る
事
に
す
る
。

所
が
我
々
は
、
上
述
の
概
念
規
定
に
よ
る
景
気
の
盤
動
一
般
を
研
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
主
(
の
う
ち

特
に
、
約
五

O
年
を
一
期
と
し
て
波
動
し
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
所
の
韓
動
を
研
究
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
.
長
期
最
筑
波
勤
と
然
ら
F
る
景
気
捷
勤
と
佐
加
刊
に
し
て
匝
別
す
る
か
、
と
言
ふ
事
が
先
づ
問
題
に
な
る
。

本
稿
に
於
て
は
所
謂
季
節
盤
勘
及
び
ぞ
れ
よ
り
短
期
の
景
気
の
遊
動
伝
合
ま
な
い
統
計
資
料
営
援
用
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
然
る
限
り
に
於
て
此
の
問
題
に
一
肱
の
解
答
佐
居
却
す
事
が
、
本
節
の
専
ら
取
扱
は
ん
と
す
る
所
で
あ
る
。

奥
へ
ら
れ
た
ま
〉
の
諸
多
の
時
系
列
を
、
幾
多
の
景
気
持
盟
動
形
態
の
結
合
を
示
す
も
の
と
観
じ
、
そ
れ
ら
の
諸

麓
動
形
態
に
分
析
す
る
事
に
よ
っ
て
、
長
期
景
気
波
動
を
研
究
せ
ん
と
す
る
に
際
し
、
先
づ
問
題
に
な
る
の
は
長

期
趨
勢
値
で
あ
る
。
景
気
循
環
論
に
於
で
普
通

5
E
又
は
曲
目

2
Z二
月
三
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
長
期
景
気

長
期
景
気
波
動
に
ヲ
い
で

第
只
十
四
谷

一
一
五

第
一
蹴

一
一
五



長
期

景
気
波
動

に

つ
い
て

.第

三
十
囚
巻

一

一
六

第

一
號
…

一

一
六

波
動
と
長
期
趨
勢
値
と
の
未
分
の
も
の
で
あ
る
。
長
期
景
気
波
動
論
の
出
離

は
、
此
の

一
謄
と
し
て
取
扱
は
れ

　來

つ

た

所

の

沖
「2
己

を

、

二

分

す

る
所

に

あ

る

。

そ

れ

は

、

形

式

的

に

は

、

長

期

趨

勢

値

を

ヨ
リ

一
般

的

な

る

け.
o
富
山

と

考

へ
、

長

期

景

気

波

動

を

そ

れ

か

ら

の

偏

差

と

考

へ

る
事

で

あ

る

。

一
膿

、

,所

謂

構

造

的

鍵

動

と

機

能

的

…受

動

と

の

劉

立

、

或

は

、

身

冨
三
Φ

ヨ
9
δ
ヨ
Φ
昇

と

Φ
喜

①
∋
o
義

母
o
<
o
ヨ
o
暮

と

の

封

立

、

或

は

、

ω
Φ
弔

2
善

百

一山
窪
'
σq

∋
。
〈
。
ヨ
①
一μ一

と

ω
色
ぎ

8

.2

ヨ
三
p
叶ヨ
㈹

ヨ
。
く
Φ
ヨ
。
幕

と

の

対

立

は

、

相

識

的

の

も

の

で

あ

っ

て

、

同

一
の

憂

動

も

、

例

へ
ば

、

ヨ
リ

短

い
期

間

を

基

準

と

し

て

考

察

す

る

時

は

。・
。
店
2

旨
三
盆

=
σq

=
一。
く
。
ヨ
豊

岬
と

見

え

、

ヨ

リ

長

い
期

間

を

基

準

と

し

て

港

察

す

る
晦

ぱ

、
ω
〇
一{∴
胡盞

Ω
葺

乱
跳

離
町

ヨ
零

馳

冨

叫

と

語

え

旧館ノ
a
。

譜二元
野

糞

轟

慶

4,

一

1

く

一
〆

,
イ

,

一
づ」
ー
ノ
駐輪「'オ
」ノ
、七

」
動

な

る

観

念

は

、

此

の

鮎

に
其

の
基

礎

を

求

め

ね

ば

な

ら

臓

も

の

と

息

肉

。

勿

論

此

の

事

は

、

長

期

景

気

波

動

が

ヘ

へ

回
路
的

で
あ

る
か
非
回
鯖

的

で
あ

る
か
の
問

題

.
從

っ
て
、
長

期
景
気
波

動
と

呼

ぶ
事

の
是
非

の
問
題

、
及
び

、

斯

か
る
観
念

を
構

成

し

て
研
究

す

る
事

が
如

何
な

る
意

味

に
於

て
許

さ
れ

る
か

の
問
題

,
等

と
は
嚴
密

に
匿
別

さ

れ

ね
ば

な
ら

ぬ
。

こ
れ
ま

で
長
期
景
気

波
動

の
研
究

に
於

て
は

、
長

期
趨

勢
値

を
求
め

る

に
際

し
て
、
或
は
最

少
自

乗
法

に
よ

っ

て
、
基

本

的
時
系

列

に
直
線
叉
抵

二
次
叉

は
高

次

の
曲
線
を

あ

て
は
め
、
又

は
、
基

本
数

の
劃
数

の
時
系
列

に
そ

れ
等

を
あ

て
は
め

、
或

は

Ω
o
B
℃
①
「N
2
「く
o
又

は

超
∋
卑
「囲。四
=

o
屯
・・け剛0
2
「く
6
等

を
あ

て
は
め

て
ゐ
都
。

然

し

そ

の
爲

め

に
は
何
故

に
特

に
か

㌧
る
も

の
を
以

て
長
期
趨
勢

値
と

す

る
か

に

つ
い
て
、

理
由
が
明

か

に
さ

れ
ね
ば

な

ら

ぬ
。

1)

2) 謙譲鍛ξ冠雪購鑑馨鰭藷禦疑1器諮麸難灘轄響
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因
.一、
昌
。
[・。

は

長

期

景

気

波

動

の

研

究

に
際

し

.

上

述

の

鮎

を

特

に
問

題

に

し

て

み

る

。

彼

は

其

の
著
書
の
序
文

に
於

て
既

に

「
産
業
登
展

の
特
性

に
關
ナ
る
決
定
的
假
定

が
、
長
期
景
氣
波
動

に
聞
す
る
我
々
の
統
計
的
基
礎
を
な
し
て
み
る
。

こ
の
假
定
は
震

い
範
圃

に
恒

つ
・
統
計
窪

擦

の
豫
備
的
考
察
・
舞

産
業

の
壁

考
弩

・
つ
て
輿

へ
ら
れ
・
材
料
か
・
得
・
れ
・
・
の
で
・
賜
」

善

っ
て
み
る
欝

色

々
の
産
誉

於
け
る
技
術
的
欝

の
贋

を
た
つ
ね
、

諸
種
産
蕃

於
け
・
費
用

の
震

の
塞

を
し
ミ

、

一
・
技
術
的
震

速
度
は
減

じ
て

ゐ
。
。

二
、
震

蓬

の
遅

い
華

墜

、
の
速
か
な
・
蘂

部
門
の
震

姦

げ
て
る
・
、
三
、
蘂

が
興

す
乏

記

て
・
肇

震

の
爲
め

に
岬

ひ
得
、わ
ゑ

き
纂

昆

較
的

に
減
少
し
て
み
る
、

四
、

颪

の
蘂

は
新
進
國

の
肇

の
競
簿

・
つ
て
妨
げ
ら
れ
・
・
と
言
ふ
事
を
明
か

イ

。
し

(此
。
三
と
四
と
は
充
分
。
論
ぜ
皇

て
る
。
い
し
、
蘇
・
三
は
疑
問
と
す
べ
き
婁

あ
る
護

・
籍

↓

、
産

業

は
或

る
所

ま

霧

展

す

れ

ば
當

然

震

速

度

を

弱

め

ら

れ

、
途

に
停

滞

状
態

に
達

す

る

、

と

言

ふ
假

定

の
基

礎

付

け

か
ら

論
を

起

し

引し
み

る

。
此

の
用

意

は

誠

に
常

盤

で

め

2

,、
、

此

の
讐

於

て

は

確

か

に
、

こ

れ

ま

で

の
・長

期

景

気

波

動

論

昆

し

一
歩

を
進

め

た
も

の
と
言

ひ
得

る
。

然

し
な
が

基

産
力

の
震

と
言

ふ
事

を
指
標

・
・
す

る
事
自

髄
が
既

に
吟
味

を
要
す

る
の

み
な
ら
す

、
假

り
に

其

の
鮎
を
許

す
と
す

る
も

、
我

々
は
果

し
て
、
彼

の
駕

し

た

る
如

く

.
生
産

力
停

滞

の
期
が

今

既

に
來
れ

る
も

の

と
解

し
得

る
で
あ

ら
う

か
。
如

何

に
も
大

戦
以
来

の
産

業
界

は
、
停

滞

ど

こ
ろ
か
減
退
を

す
ら
示

し
て
み

る
。
然

し

そ

れ
は
生
産
、内
典

の
も

の

㌧
退
化

を
意
墜

,
る
で
あ

ら
う

か
。
そ
れ

は
寧

ろ

、
誓

増
進

し
た
所

の
ヌ

は
し

つ

～
あ

る
所

の
生
産
力

を

、
充
分

に
利
用
出
来

な

い
様

に
し

て
み

る
所

の
赴
宮
闕
係

の
作
用

に
よ

る
の
で
は
な

い
で

あ
ら

う

か
コ

且
又

、
其

の
杜
會
關
係

の
愛
化

を
長
期
景
気

波

動

の
研
究

上
捨
象

し

得

る
で
あ
ら

う
か
。
等

々
の
疑

問

が

あ

る
。

長
期
景
氣
波
動
に
つ
い
て
.

第
三
十
四
巻
㎞

一
一
七

第

一
號
.
一
一
七

StTU1こturnndRhythmusdcr

3)Kuznets;ibid.P.vii

4)Kuznets=ibid.PP.is-38

Wcltwi・ にscllユfら.【 ≡〕3・.等 参 照 .



長
期
景
氣
波
動
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

[
一
八

第

一
號

一
一
八

,元

来

長

期
趨

勢

値

は

、

一
艦

と

し

て

の
景

気

の
長

期

の
登

展

に
於

け

る
正
常

的

登

農

部

分

を

負

ふ
も

の
と

し

て

各

時

系

列

に

つ
き

認

定

さ

れ

る
所

の

、

各

時

系

列

特

有

の
正

常

的

登

展

値

で
あ

る
。
然

る

に

、

斯

か

る
意

味

に
於

け

る

各

時

系

列

の
正

常

的

登

展

値

が

何

れ

も

同

様

の
姿

を

有

す

る
と

考

へ
得

ら

る

べ

き
根

擦

は

何

慮

に
も

無

い
。

先
づ
、
例

へ
ば
A
な
る
産
業
部
門
が
或
る
時
代
よ
り
特
に
急
遽
度
に
登
撰
す
る
事
が
B
な
る
産
業
部
門
に
於
け
る
其
の
時
代
か
ら
の
衰
退
と
組
合
は

さ
れ
て
全
艦
と
し
て
の
正
常
的
饗
展
を
構
成
す
る
事
無
し
と
は
言
ひ
得
な
い
。
然
る
場
合
に
は
A
に
關
す
る
時
系
列
に
あ
ら
は
れ
る
急
速
な
ろ
資
展

や
B
に
關
ナ
る
時
系
列
に
あ
ら
は
れ
ろ
衰
退
は
何
恥
も
正
常
的
獲
展
値
で
あ
る
。

而
し
て
止
の
事
は
、
基
準
と
さ
れ
る
時
系
列
が
景
氣
の
麸
動
の
行

は
れ
.丑

會
全
讐

も
稟

、
ぞ

部
分
的

の
も
の
で
あ
る
時

に
は
、

即
ち
之
を
我

劣

場
合

に
つ
い
て
藁

ぱ
、
世
界
的

の
も

の
で
な
く
各
国
別

の

も

の
で
あ
る
時

に
は
、

尚
更

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
甲
な

る
國

に
於

け
る
A

な
る
産
業
部
門

が
或

る
時

代
よ
り
特

に
急

速
度

に
漫
撰
す

る
事

が
乙
な
る

國
に
於
け
・
里

棄

部
門

に
於
け
る
其

の
時
代
か
ら

空
衰
退
と
組
合
は
さ
れ

て
禽

と
し
て
の
正
常
的
震

を
構
成
す
る
事
無
し
と
は
言

ひ
得
な

い
。

然
る
場
合
に
は
甲
國
の
A
に
閲
す
る
時
系
列
に
あ
ら
は
れ
る
急
速
な
る
登
展
や
乙
國
の
そ
れ
に
あ
ら
は
れ
る
衰
退
は
何
れ
も
正
常
的
蛮
民
値

で

あ
る
。
然
る
に
之
等
の
正
常
的
聾
展
値
は
、與

へ
ら
れ
た
時
系
列
に
軍
に
何
等
か
の
線
を
鍛
學
的
に
あ
て
は
め
る
事
に
よ
っ
て
は
到
底
得
ら
る
べ
く
も

な
い
。

長

期

景

気

波

動

研

究

上

の
根

本

的

困
難

の

一
つ
は

弦

に
.あ

る

。

長

期

景

気

波

動

研

究

上

の
此

の
根

本

的
困

難

を

、
本

稿

は

、

暫

定

的

に
各

時

系

列

の

正
常

的

凝
展

値

を

何

れ

も

直

線

的

と

假

足

す

る
事

に
よ

っ

て
、

一
慮

越

え

ん

と

す

る

。
勿

論

そ

れ

は

極

め

て
不

完

全

で
あ

る

の

み
な

ら

す

、

そ

れ

で
果

し

て

一
歩

で
も

進

み
得

ら

れ

る
か

に

つ

い
て

も

疑

問

が

あ

る
。

而

も

荷

ほ

そ

の
方

法

に

よ

る

の

は

、

そ

れ

に
よ

る
時

に
は

研

究

上

の
恣

意

の
作

用

の
範

圃

が
比

較

的

見

通

し

易

い

か
ら

で
あ

り

,
且

つ
、

そ

の
鮎

は
説

明

を

以

て
幾

分

補

正

し
得

ら

れ

る
と

思

は

れ

る

か
ら

で
あ

る

。
然

し

そ

の
鋏

鮎

が

、
説

明

を

以

て

そ

れ

を
補

正

す

る



事

に
よ

っ
て
長
期

景
気

波

動
が

一
鷹

う

か
ゴ
は
れ

る
程
度

の
も

の
で
あ

る
と
言

ふ
事

は
、
探

鐸

さ
れ

た
諸
時
系

列

1
ノ

/

γ 〆
'

、
、 、
、
、 、

'

ノニ'
'
'

'
'
4

剛1回

、

、

、

、

、

、

、
、

}H剛 一一

、
、
、

』
、

素
踊:語ノ
多1

9876Fり

が
探
揮
さ
れ
た
期
間
に
於
て
斯
か
る
取
扱
を
許
し
た
か
ら
で

あ
っ
て
,
果
し
て
他
の
時
に
於
て
も
同
様
の
取
扱
を
な
し
得

る
か
否
か
は
、
資
本
主
義
的
肚
會
構
造
上
の
諸
時
系
列
の
地

位
事
情
に
依
存
す
る
。

然
し
な
が
ら
.
斯
く
の
如
き
長
期
趨
勢
値
算
法
に
よ
る
と

、

、

、

4

"

3

、

、

、

9

.一
1

の

間

の
も

の
が
混
然

と
採
用

さ

れ
て
る

る
。
お

≦

。
7

は
、
「
(
彼

の
所

謂

二
次
的
趨
勢

塗
動

の
)

長
期
景
気
波
動
に
つ
い
て

み9

生

∫よ
、

朱

こ

、

那木
皿幸

的
」
る

風

.賃
一評

釈

列

ま

象

.湿

雪
噛
光

る

ヨ
冗

■
1珊

ー

ス
ノ
ー

」づ
」」」
-

、

♂

旦

一、馴ノ
3

一

唱iJ
ヨ
ー

月

'
正
す

期

景

気

波

動

を

基

盤

・と

す

る

一
様

な

る

期

間

の

も

の

で

あ

る

事

を

要

す

る

。

即

ち
假

り

に
長
期
景
気
波
動
指
数

が
第

一
圖

に
於

て
肉
太

線

を
以

て
示
さ
れ

る
如
き

も

の

で

あ

る
磁
物
合
、
例

へ
ば
最
少

白
乗
法

に
よ

っ

て
直
線
を

あ

て
は

め
る
な
ら
ば
、
1
-

9
間

の
時
系
列

が
得
ら

る
れ
ば
長
期
趨

ホ
み

勢

は
無

い
は
つ

で
あ

る
が
、
統

計
資

料

の
関

係
上
2
1
9
叉

は
3
-

9

、
叉
は

キ

キ

を

ポ
を

キ

お

4
1
9

、
又

は
5
-

9

、

の
み
が
得

ら
れ
る

に
從

っ
て
、

そ
れ

ぐ

異

っ
た
登

の

展
牽

を
示
し
、
從

っ
て
そ
れ
か
ら
の
偏
差
と
し
て
見
ら
れ
る
所
の
長
期
景
氣
波

円

助
は
色
々
異

っ
た
も
の
に
な
る
。
こ
れ

ま

で
此

の

鮎

に
關

す

る
顧

慮

が

敏

け

て

る

た
爲

め

に
軍

に
統

計

資

料

の

都

合

上

色

々

の
期

一
循

環

の

期

間

は

第
三
十
四
巷

一
一
九

第

一
號

一
一
九

5)例 へ ばKu・nets・lb三d・Wagemann=S1:ru1・;ureto・



長
期
景
誕

動
に
つ
い
で

第
三
+
嬰

三

Q

第

一
號

三

c

生
産
物

に

つ
い
て
は
約

二
二
年
、
慣

格

に

つ
い
て
は
二
三
年

で
あ

る
、」

と
言

総

論

に
達

し
て
み

る
の
で
あ
り

・

学
澤
。
7
.
一
は

こ
れ

を
根
擦

と
し

て
五
〇
年
を

一
循
環
期

と
考

へ
る
事

に
不
審

の
意

を

表

明

し
て
み

る
け
れ
ど
ド

、

.、
の
説

に
關

し

て
は
上
述

の
鮎

に
於

て
吟
味

を
要

す

る
様

に
思

は
艦
.る
。

の
み
な

ら
す
、

そ
れ
は
」

膿

と
し

て

の
長

期

景

気

波

動

を

取

扱

ふ
所

以

に
も

全

然

反

す

る

。

本
稿

に
於

て
は

、

特

別

の
事

情

な

き

限

り

、

一
入

五

〇

年

乃

翌

一
九

二

五
年

の
期

間

に

つ
い

て
趨

勢

値

を
求

め

る
。

斯

ぐ
、
の
如

く

し

て

求

め

ら

れ

た

る
長

期

趨

勢

値

か
ら

の
偏

差

と

し

て

あ

ら

は

h

る
折

刀
艮

胡

波

動

ゲ

、

農
.し

τ

　

ドナ

タ

く

ロコゴ
ノ
しで
コニ
　
フ

　
マノ

リ

回
廊

的

の
も

の

で
あ

る
か
.否

か
は
、
後

最

扱
は

る
べ
き
所

で
あ

る
・
然

し
若

し
31

回
露

助

の
も

の
と

す

る
な
ら

ば

、

結

局

一
種

の
偶
然

憂

動

と

考

へ
ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い
。

勿
論
例

へ
ば
領
土
の
鐙
化
に
よ
る

一
國
生
産
高
の
墾
化
の
如
き
を
・

長
鍵

動
蛮

風
別
芝

・
企
圖
さ
れ
る
揚
A
・
に
は
、
少

-
と
・
竣

曽

は
、
禦

差

常
的
長
期
景
気
波
動
と
章

て
る
る
は
・つ
で
あ
る
・
而

。
て
そ
れ
。
、

長
期
肇

値

か
。
・
璽

の
・
ち
、
斯
-

の
如
・
舞

の
理
由

に
・
る
・
の
を
陰

・
部
分

で
あ
・
・
尤
・
・
芸

事

の
爲

め
に
普

通
採
用
、
れ
る
所

の
合

嘗

の
計
護

、

人
呈

の
・

の
変

翠

証

票

ら
濁
立

で
あ
・
得
・

い
と
す
れ
ば
・
只
其

の

一
菜

ら
で
も
・
許

さ
れ

な

い
で
あ
ら

5
。

長
螺

勢
値

・
蕃

讐

っ
て
、
私
・
、
討
幕

餐

上
、
袋

僖

・
・
。
然
・
・
與

へ
・
れ
た
ま
島

時
系
列
は
嚢

の
景
気
甥

を
含
む

の
で
あ
り
、
而
も
そ
の
循
鶏

は
決
し
三

定
的
の
・
の
で
は
な
い
か
ら
、
斯
か
・
袋

値
の
著

得
・
代
書

は
・
極
め
て
響

た
ら
ざ
る
再

三

。
從
っ
て
幾
分
で
も
こ
の
難
讐

墜

爲
め
・
、
先
づ
肇

の
循
轟

動
を
除
き
、
然
・
欝

・
碁

長
翻

盤

皇

禦

誕

動
と
を
A雨

む
見風
氣
趨
勢
値

に
つ
い
て
、
長
期
趨
勢
値
を
{算
定
す
る
。

馨

の
景
氣
攣
動
を
塗

方
涯

色

・
あ
り
得
・
が
、

皇

で
竺

醤

、
九
年
移
摯

均
に
よ
る
・
勿
論
移
皐

芝

つ
い
て
は
幾
多

の
讐

6)1く:uznets:ibid.P.206

7)Milthe】,WesleyC・BllsenessCアclesp.229.
8)50年 以 下 の長 期 波 動 を読 ん もの と し て更 に ・SchumpeteTは 「私 は .少 く と も{買

絡 に 関 して は ・ 約2～ 年 の 循 環 が あ る事 を蛋 見、した 。 そ して 私 は それ を駕 し と げ
た 後 既 に そ の こ とが 篤 し と げ られ て る た の を(Wardwd1に よ つ で一 こ の 研 究

は 未 だ 出版 され て る な 》・)漫 見 した」(経 済41i來1931.3月 號.恐 慌 の 理 論31頁)



が
あ
る
。
例

へ
ば

≦

[。『
.=

は
次

の
様

に
言

っ
て
み
る
。
「
若

し
景
気
趨
勢
が
直
線

で
あ
り
、

平
均

の
期
間
と
循
環

の
期
間
と
が

一
致

し
、
且

つ
、

循
環

の
期
間
も
其

の
弧
度
も
規
則
的

で
あ
る
な
ら
、

移
動
平
均
は
満
足
な
景
気
趨
勢
線
を
輿

へ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
之
等

の
條
件
は
嚴
密
に
は
殆
ん

ど
興

へ
ら
れ
な

い
。

若
し
も
現
實

の
景
気
趨
勢
線
が
凸
状
線

で
あ
る
な
ら
、
移
動
不
均
は
景
氣
趨
勢
線

よ
り
低
く
、
從

っ
て
循
環
的
偏
差

に
誤
謬
が

生
ず
る
。

而
し
て
其

の
誤
謬

の
大
さ
は
、

線

の
凸
度
と
、

穐
動
平
均

の
期
間

の
大
さ
と
に
正
比
例
す
る
。

若

し
も
其

の
景
氣
謝
熱
線

が
凹
状
線

で

あ
る
な
ら
、

反
数

の
方
向

の
誤
謬
を
生
す
る
。
最
後

に
、
移
動
平
均
で
は
、
景
気
趨
勢
線

が
短
く
描
か
れ

ね
ば
、
満
足
に
見
え
る
線
は
殆
ん
ど
得
ら

れ
な

い
し
、
叉
、

將
來

の
藪

年
間

に
罫
一閲・る
鍛
値
を
測
定
す
る
と
言
ふ
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
、
斯
か
る
平
均
は
、
現
在
ま
で
持

っ
て
来
る
わ
け
に
ゆ

か
』

・
・
砦

批
評
・
・
ち
惑

も
・
は
・
森

・
研
究
漿

程

篁

・
あ
ま
重

要

で
な

い
と
言
ひ
得
る
が
・
抜
書

景
鍛

動
が
決

し
て

確

定
週
期
的

の
兆

の
で
な
一
、
且

つ
其

の
強
度
な
り
形
態
㌻

も
様

々
で
あ
る
爲
め
に
、

稗
動
平
均

で
は
不
充
分
で
あ
る
、
と
言
ふ
事
と
、
將
來
の

数

年

闘

陛

紺

・…メ

る

鞭

範

を

測

定

ナ

・か

乏

諮

ふ

面

倒

を

見

点

蹴

な

ら

徽

,

と

ぎ

ふ

雰

と

ま

、

夢

齢

を

興

す

植

。

浩

鱒

り

吐
副
レニ

甫

』

舞

う

ご

忠

・

寛

寛

測

　

　

　　

コ
ら

　

コ　ノ
エ
　

ま

ロ

ろ
ヘノ

げ

じ

ヨ

ロゑし
らま

り
グ

ホ

に

に

　ロ
ド
　を

れ

勘

々
の
景

気
循

環

に

つ

い
て
平
均

を
作

る
事

が
提
唱
さ

れ
る
事

も
あ
る

が
、

然

し
斯

く

し
た
所

で
、
個

々
の
狭
義

の
景
氣

響
動

の
幌
度

や
形
態

や

の
相

異
.か
ら
凍
る
不
都
合

は
救

へ
な

い
し
、
叉

、

み
.れ
瓜
＼

の
時
系

列

に

つ
い
て

一
々
異
る

で
あ

ら
う
所

の
景

氣
循

環

の
姿

を
如
何

に
堪
直

す
る

か
、
等

々

に
つ
い
て
は
飴
程

の
困
難

を
件

.小
で
あ
ら

う
。
從

っ
て
、

嚴
密

に
は
當
ら
な

い
事

は
明

か
で
あ

る
け
れ

ど
も
便
宜
上

、
大
髄

大
過
無

い
と
思
は
れ

る
所

の
、

一
定

年

の
移
動
平
均

に
よ
る
事

に
す

る
。
次

に
第

二

の
鮎

に
關

し
て
は
、
將
來

の
鍛

年
間

に
封

ず
る
勲
位

を
測
定
す
る

と
言

意

は
・
輩

に
面
倒

な

乃

の
み
な
ら
ず
、
事
實

上
不
可
能
な

る
場
合

が
多

い
か
ら
、
本

稿

に
於

て
は
、

平
均
値

を

現
在

ま

で
は
及
ぼ
さ

な

い
事

に
す

る
。

二
、
長
期
景
気
波
動
の
事
賢
観
察

資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
支
配
す
る
肚
會
の
経
済
的
活
動
は
、
之
れ
を
、
先
づ
財
の
側
か
ら
と
、
償
格
の
側
か

ら

と

の

一
.一鮎

か

ら

見

る
事

が

出

來

る

。

長
期
景
気
波
動
一に
つ
い
て

第

三
十
四
巷

=

一
一

第

】
號

=

=

9)
10)

と 言 ひKuznetsに よ れ ば 「WaTdwe11は 二 次 的 趨 勢 慶 動 を ・ 約15年 以 下 を 一 期

と す る 大 循 環 と 考 へ て る る 」(Kpznels:.ibid.p・265)上 言 は れ て る る ・(Cmrles

WardwelhAnIntroductionofEc(〕nomic.DateforMajorCycles1927、

レlitche11=ibid・PP・215-6

Wegemaロn3Konyunkturlehτeμg28,S,70、



長
翌

誕

動
に
つ
い
て

第
三
+
嬰

=
=
一

笙

號

=

三

今
、
財
の
側
か
ら
之
れ
を
大
観
す
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
支
配
す
る
肚
會
に
於
て
は
、
諸
多
の

企
業
家
の
下
琶

々
笙

蛋

が
集
め
ら
れ
、
色

々
な
財
が
生
産
さ
れ
、
そ
れ
が
、
資
本
家
傷

者
等
々
の
手
に

於
て
、
或
は
享
誘

に
或
は
生
産
的
に
、
使
用
消
警

れ
て
る
・
。

莞

期
間
嘗

に
斯
く
の
如
く
生
産
消
費
さ

れ
皇

が
多
け
れ
ば
多
弁

け
、
景
気
は
よ
い
の
で

曽

、
反
劉
の
場
倉

は
反
婁

あ
る
・
と
言
ひ
得
る
・
勿

論
、
生
産
と
饗

シ
あ

間

に
は
間
隔
が
あ
・
の
で
あ
り
、
普
通
の
景
気
欝

に
於
て
は
・
此
の
景

正
に
問
題
と

な

.Q
の
で
あ

.。
が
、
本
稿

の
研
究

せ
ん
三

碁

長
期

景
気

波

動

に
於

て
は
、
長
期

に
誓

て
生
産

と

消
費

と

の
間

に
間
駆

、
φ

⇔
隷

、
先

づ
無

い
み
考

へ
得

る
の

で
あ

る
。
然

し
財

が
多

垂

産

消
費

れ

る
か
否

か
を

一気

事

は

、
財
が
祭

典

2

し
み

・Q
の
で
あ

・
か
ら
、
或

・
財

の
生

落

費

の
増
加

さ
れ
て
る

・。
時
代

に
他

の
財

に
於

て

は

そ

う

で
な

い
事

も

あ

り

得

る

の

で

あ

り

、
從

っ
て

、

=
兀
的

に
財

の
増

減

を

言

ひ
得

ろ
薦

め

に

は

、

論

理

的

に

陰
諸

財

を

何

等

か

一
元

的

な

財

に
還

元

す

る
か

勢

が

前

提

さ

拠

る

。

の

み
な

ら

季

・

短

可

蒙

る

け

を

宋

睾

む

る

p
ヒ

　ロ

　

　

し

コ

ロ

コ
ノイ

ヨノ

エ

クコま

ぎ

ロ

ノ
　オ

く

言

ふ
事

も

、

結

局

立

場

の
問

題

で
あ

る
,
然

し

、

一
定

の
立
場

よ

り

見

る
限

り

に
於

け

る

一
般

的

財

の
生

産

清

費

量

(本
稿

に
於

て
は

、

.」
れ
を

、
菱

は
・

を
以

て
あ

ら

は
き

の
舞

子覧

る
爲

め

に
、
如

何
な

る
時

秀

を
如

何

最

扱

ふ
か

し
、
言

,薫

は
、
此

の
立
場

の
懇

の
外

・
、
更

に
時
秀

の
性
質

其

の
も

の
に
依
存
す

る
・
從

っ

て
、

一
定

切
取

扱
方

と

の
聯

關

に
於

て
時
系

列

の
性
質

土
均
衡

を
得
た
探

揮

の
仕

方
が
な
さ

れ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
且

つ
、
探
鐸

さ

れ

る
所

の
時
系

列

は
、
第

】
節

に
述

べ
し

理
由

に
よ
り

、
相
當
長
期

に
亙

る
も

の
で
な

け

れ
ば

な
ら

ぬ

。
本

稿

歴

て

は

、
・原

始

産

業

に
近

き

も

の

を

選

び

、

鉄

鏃

、
銅

、

石

炭

、
石

油

、

小

褻

、
綿

花

・

に

よ

り

・

饗鍮 蝋 擦 纈 諾 灘 義 騰 蓑騰15號)及び「カ　 レ教授・



.其

の
各

々
を

一
九

=
二
年

の
数

値
を
基
準
と

す
る
指
数

と
し
、

一
、
銑
鐵

と
銅
と

は
同
様

な

る
も
の

で
あ

る
か
ら

重
複

を

避

け
る
爲

め

に
、
`
其

の
孕

方
根

を
求

め
、
小
饗

は
、
農
業

關
係
及

び
増
加
傘

の
少

き
も

の

》
統

計
少

き
事

を
償

ふ
意
味

に
於

て
、
自

乗
し

、
石

油
は

一
九

=
二
年

以
後

の
み
を
考
慮

に
入

れ
、
そ
れ
と
同

年

の
石
炭
と

の
乗

積

の
李

方
根
を
求

め
、
其
他

の
も

の
、
即
ち

綿
花

及
び

一
九

=
二
年

以
前

の
石
炭

ぱ
其

の
ま

、
と
し
、
毎
年

に
つ

き
之
等

の
乗
積

の
五
乗
根

を
求

め
て
綜
合
丁-

指
数

を
出

す
。

八

二

ホ

ヘ

ト

ヂ

リ

ス

ル

ヲ

ワ

探

挿

す

る
所

の
時

系

列

は

、

英

、

佛

、
米

、
濁

、
自

、
懊

牙

、

伊

、

露

、

日

、

世
界

(A

B

)

の
銑

鐵

生
産

統

カ

ヨ

タ

レ

ソ

ッ

子

ナ

・

ラ

マ

ウ

.井

ソ

計

、

米

、

濁

、

日

、

世

界

の
銅

生
産

統

計

、
英

、
米

、

猫

、
佛

、
自

、

臼

、
世

界

の
石

山灰
生

産

統
計

、

米

.
露

.

世

界

の
石

油

生

産

統

計

、
佛

、
英

、
米

、
猫

、
世

界

の

小
姿

生

産

統

計

、

英

、
米

、
猫

、
佛

、

日
、

世

界

の
綿

花

消

費

統

計

で
あ

る

。

其

の
際

、

各

国

別

の
統

計

は

、

輩

に
、

一
膿

と

し

て

の
長

期

景

気

波

動

が

各
国

に
於

て
如

何

■
な

る
姿

を

採

っ
た

か

を

窺

っ
て

.
言

は

ゴ
側

面

か
ら

長

期

景

気

波

動

の
観

察

を

援

け

ん

が

薦

め

に
探

鐸

す

る

に
過

ぎ

よ

、
。
然

し
を

亀
D
色

争

よ

る

同

房

ま

、
聾
劃

£

襲

爵

D
睡

赴

こ

つ

、
τ

D

唱
首

D
聖

算

を

癸

つ
D

否

あ

フ
τ
、

ナげ
し

4
～
1

`
舜

(
;
ノ
ノ
ノ
ブ

'
ヲ

メ

O

ノ」ート旧「i

鼻

脇{
(
垣

;
・「蔓

'
し

・

(
踵

i

(
ヌ
・チ

'
{

》
(

,

,̀

「
・

そ

れ

は
本

稿

の
到

底

企

及

し
得

ざ

る
所

で
あ

り

、
本

稿

は
輩

に
そ

れ

へ
の
準
備

に
過

ぎ

な

い
。
從

つ
・て

こ

、
に
は

之

等

の
資

料

に
基

い

て

一
膳

の

大

観

を

試

み

る

に
止

め

る
。
侮

ほ

以

上

に
於

て

、

軍

に
培

大

、
持

合

、
減

少

と

呼

へ

し

し

も

セ

し

も

も

も

へ

も

も

ぷ
所

は
、
絶

劃
敷

に
於
け

る
そ
れ

で
は
無

く

、
當
該
時

系
列

に

つ
き
第

一
節

に
規
定

せ
る
方

法

に
從

っ
て
求
め
ら

へ

も

れ

た
所

の
、
長
期
趨

勢
値

か
ら

の
偏
差

で
あ

る
。
從

っ
て
當
該
國

の
當
該
時

系
列

の
正
常

的

螢
展

の
立
場

か
ら
如

何

に
見
え

る
か
を
述

べ
る

に
過

ぎ
ず

、
本
來

な

ら
ば

、
寧

ろ

、
絶

対
数
叉

は
連
鎖
指
数
と
併

せ
用
ひ

る
可

き
も

の

長
期
景
気
波
動
に
つ
い
て

第
三
十
四
巷

=
一三

第

一
盤

一
二
三



電

長
期
景
嚢

動
5

い
て

第
三
+
塁

三

四

第

璽

三

四

で
あ

ら
.う

。

銑
鐵

生
産
高

は
、
世

界
的

に
は

、

一
八
七
〇
年

代

の
は
ぢ

め
頃

ま

で
は

、
次
第

に
増
大

し
、
其
後

一
八
九

〇
年

代

の
は
ち

め
頃

ま

で

(途

中

一
八
七

〇
年
代

の
中

頃

か
ら

一
八
八
○
年
代

の
中
頃
ま

で
や

～
増
大

を
示

し
、
以
下

際

々
の
減
少
を
示
し
つ
～
)
大
難

合
の
奪

あ
り
、
覆

一
九

δ

年
の
は
ち
め
頃
ま
で
急
震

の
増
加
を
な

し

て
、

大

戦

前

後

か

ら
急

激

な

る
減

少

を

は
ち

め

、

漸

く

一
九

二

〇

年

代

の
中

頃

減

少

し

た

る
ま

＼
停

止

の
姿

と

な

っ
て

み

る

。
主

要

諸

國

に
於

け

る
憂

化

も
大

膿

之

れ

に
類

し

て

は

み

る
が

、
最

初

の

上
向

波

動

の
時

代

に
、

獅

トレし
も

ヨ

も

　
セ
ロ
エ

も
ト
セコロき
じ
ド
　

ア

　

ト
　

歩

に

σ
聴

力

壕

蓋

峯

、
詑
.　

,
双

、
最

初

の

上
向

は
英

に
於

て

は

一
八
八

○

年

.頃

ま

で
.

米

に
あ

っ

て

は

屡

々
波
動
し
つ
～

一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
、
懊
牙
に
於

て
は
屡

々
波
動
し
つ
≧

九

δ

年
頃
ま
で
・
籍

し
て
ゐ

ヘ

へ

る
し
、
第

二
の
上
向
波

動
時

代

に
は
、
濁

佛

の
増
加

は
比
較

的
緩
慢

で
あ
り

、
芙

に
於

て
は
殆

ん
ど
持

合

の
ま

〉

で
あ

り

、
第

一
の
下
向

時
代

は
殆

ん
ど

一
般

に
、

せ

い
ぜ

い
保

合

の
程
度

に
過

ぎ
な
か

っ
た
も

の
が
、
第

二
の
下

向
時

代

に
は
、
急

激
な

る
減

少
を
示

し

、
佛

、
白

に
於

て
休

戦
後
急

激
な

る
増

加

を
見

る
以
外

に
は

、
回
復

は
極

め

て
微

々
で
あ

り
、
僅

に
、
米
、
填

に
於

て
、
減

少

し
た

る
ま

、
持

合

ひ
叉

は
極

く
僅

か
な

る
回
復
を
見

得

る
に

過

ぎ

な

い
。
殊

に
異

っ
て
み

る
の
は
露

で
あ

っ
て
、

一
八

四
〇
年
頃

か
ら

一
八
八
0
年
代

の
中
頃

ま

で

一
途

に
減

少

を

な
し
、
其
後

一
九

〇
〇

年
ま

で
急

激

な

る
増
加

を
な
し

、

日
露
職
事

頃

一
時

や

～
下
落

し
、

一
九

一
〇
年
頃

ま

で
や

、
回
復

し

て
み
た
も

の
が
、
大

戦

を
期

と
し

て
惨
落

し
、

一
九

二
〇
年
代

の
は
ち
め
頃

か
ら
回
復

を
始

め
・

て
る
る
。



銅

生

産

高

は

、
世

界

的

に

は

、

一
八

五

〇

年

代

の
終

り

頃

か
ら

減

少

を
続

け

、

一
八

七

〇

年
代

の
中

頃

か

ら
其

の
ま

〉
持

合

の
姿

で
、

一
八

九

〇

年

頃

か
ら

増

加

を
始

め

、

一
九

〇

〇

年

頃

か

ら

増
加

せ

る

ま

、
で
持

合

を

続

け

大

戦

を
期

と

し

て
急

落

し

、

一
九

二
〇

年

代

の
中

頃

漸

く
下

落

の

ま

、
持

合

の
姿

に
な

っ
て
居

る
。

主

要

国

の
波

動

は
全

然

姿

を
異

に
し

、

米

国

で
は

一
入

六

Q

年
頃

ま

で
急

激

に
増

加

し

、

以
後

一
八

七

〇

年

代

の
中

頃

過

ぎ

ま

で
激

落

を
続

け

、

そ

れ

か
ら

再

び

、

一
八

八

○

年

代

の
終

り
頃

ま

で
急

激

に
増

加

し

、

以
後

激

落

の

一
途

を

た
ど

っ
て

み

る

し

、
燭

逸

で

は

、

一
入

八

○

年

代

の
中

頃

ま

で

激

増

を
績

け

、

以
後

激

落

の

}
路

を

走

っ
て

み

る

。

石

炭

生

産

は

、
世

界

的

に
は

、

一
八

七

〇

年

頃

ま

で
除

燈

に
増

加

し

、

以
後

…
八

九

〇

年

代

の
中

頃

ま

で
持

合

処

㍗
軌
、憂

.江
,ド

、
堕
〉
酵
閃
部
曾
セ
買
十
ノ
、

、
駈

、、ノ
、り

F
ヒ
旧
り
詳

.自
門
P
摩
つ
研
目
皿

ノ
こ

5
治
へ
訓
胤ず
短
ー
八

つ

隅
、

一
し

一
乃
二
F

こ

』」
!毛

一イ

こ
乏

、
ユ↓
ス

.,〔
玄
小
弓

」
闇ノ
〆曳
(
ノ」
{

`

rr
L」
rプ

ー
↓
幽
ノ

ー

」ノ
.!,
.⊂
、
キ

ノ↑
ご

♂

、

一
↓
ノ

一
(
ノ=

頃

か
ら

激

落

を
続

け

て

み

る
。

主

要

諸

国

の
憂

化

は

、
世

界

の
そ

れ

に
よ

く
似

て

み

る

の

で
あ

る
が

、

た

g
、
米

國

は

一
八

八

○

年

代

の
中

頃

ま

で
屡

々
波

動

し

つ

～
増

加

を
続

け

、

其
後

叉

波

動

し

つ

㌧
や

～
減

少

し

、

一
九

〇

〇

年
頃

か

ら

激

落

状

態

に
入

っ
て

み

る

し

、
第

二

の
増

加

波

動

は

猫

に
於

て

は

一
八

八

○

年

代

の
絡

b

に
始

っ
て

、

一
八

八

0

年

代

の
中

頃

過

ぎ

に
は

既

に
持

合

状

態

に
入

り

、
英

、

白

に
於

て

は

、
殆

ん

ど

増

加

を
見

な

い
ま

、

に

過

ぎ

て

み

る

。
大

戦

と

共

に
起

つ
た

所

の
各

国

の

そ
れ

の
微

落

は

、
休

戦

と

共

に
佛

、
臼

に
於

て
回
復

を

見

る
外

は

、

一
般

に
、
減

少

の
過

程

を
続

け

て

み

る

。

石

油
生

産

に

つ

い
て

は

、
資

料

の

都

合

上

一
八

六

〇

年

乃

至

一
九

二
五

年

に

つ

い

て
求

め

ら

れ

た
趨

勢

値

か
ら

の
偏

差

を

考

察

す

る
外

仕

方

が

な

い
が

、
今

そ

れ

に
よ

れ

ば

、
世

界

的

に

は

、

一
八

八

○

年
頃

ま

で
激

増

し

そ

れ

長
期
景
気
波
動

に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一
二
五

第

一
聾

一
二
五



長
期
景
気
波
動

に
つ
い
て

第
三
十
四
巷

=

=
ハ

第

一
號

一
二
六

か
ら

一
八
九

〇
年
頃

ま

で
除

々

に
増
加

し
、
以

後

一
途
漸
減

の
途

上

に
あ

る
。
主
産

國

の

一
た

る
米

に
於

て

は
、

一
八

八
○
年
頃

か
ら

一
九

〇

〇
年
頃

ま

で
減

少
を
続

け

、
以

後
や

、
回
復

し

つ

、
持

合

の
姿

で
あ

り
、
露

に
於

て

は
、
一
八
九

〇
年
代

の

は
ち

め
頃

ま

で
、
急
激

な

る
増
加

を
な

し
、
以
後

又
急
激

な

る
下

落
を
な

し

、

一
九

二
〇
年

代

の
は

じ
め
頃

、
漸

く
そ
の
ま

、
持
合

状
態

に
達

し

て
み

る
。

綿

花
消
贋

は

、
世
界

的

に
は
、

一
八

七
〇
年
頃

ま

で
さ

し
た
る
鍵

化
を

見
す

、
以

後

一
八
八

○
年
代

の
中

頃
ま

で
余

々

こ
成

少

し
、

そ
窪
い
ら

一
九

一
つ
年
畿

D
ま
ち

め
ま

で
曾
脇

し
、
大

観
と
共

に
激

落
し

、

…
九

二
つ
年
代

7
4
ー
ノ
i
、ー
ノ
一

、日

》-

・

'
一
で
、
岩
一イ

ー
ー

1

腫
」」
,ノ
.

〆r」

冒・
i

・t
r、
1

一

'h
'

の
は
ち

め
頃

か
ら
停
滞

状
態

に
あ

る
。
此

の
世

界

の
波

に
比
較

的
近

い
波

を
描

い
た

の
は
、
佛

と
米
と

で
あ

っ
て

佛

は
、

一
八

五
〇
年
頃

か
ら
激
増

し
、
同

年
代

の
中
頃
過

に
は
既

に
激
落

を
始

め

一
八
六
〇
年

代

の
中
頃

過

ぎ
に

底

を

σ
き

つ

～
、

一
八
八
O
年
代

の
中

頃
ま

で
停

滞
状
態

で
あ

り
、
以
後

漸
増

し

一
九

一
〇
年
頃

か
ら
激

減

し
、

休

戦
と
共

に
回
復

を
始

め
て

み

る
。
米

は

一
八
五

〇
年
代

の
絡
b
頃

ま

で
急
増

し
、
そ

れ
か
ら

一
八
七
〇
年
頃

ま

で
減

少
し
'
そ

れ
か
ら

一
九
〇
〇

年
乃
至

一
九

一
五
年
頃

よ

で
徐

々

に
増
加

し
、
以
後
激

減

し

て
み

る
。
之

に
反

し
、
英

は
、

一
八
五
〇
年
代

の
中

頃
過

ぎ
ま

で
激

増
し
、

そ

れ
か
ら

一
八
⊥
ハ
○
年
代

の
中

頃
過

ぎ
ま

で
激
減

し
、

そ
れ

か
ら
再
び
激
増

に
轄

し
、

一
入
七
〇
年
頃

か
ら

一
八
九

〇
年
頃

ま

で
停
滞

状
態

で
あ
b

、
以
後

同
年
代

の
終

り
頃

ま

で
減
少

し
て
叉

停
滞
状
態

を
保
持

し

、

一
九

一
〇
年

に
至

っ
て
、
.激
減

に
轄

じ
て

る
る
し

,
猫
は

、

一
八

五
〇

年
代

の
終

り
頃

ま

で
激
堆

し

、
其
後

一
八
六

ニ
ー
三
年
頃

ま

で
や

、
減

少
し
て
再

び
激
増

し

、

一
入

七

二
一

三
年
頃
再

び
や

～
減

少
を
始

め

て

一
八
七
〇
年
代

の
終
り
頃

更

に
激
増

に
輻

じ
、

一
八
九

〇
年
頃

ま

で
そ

れ
を
績



け

、
以
後

は
徐

々

に
減

少

し

つ

、
大

戦
と
共

に
惨
落

し
、
休
載
後

回
復

を
始

め
て
み

る
。

小
変

生
産

は
、
世
界

的

に
は

一
八

五
〇
年

か
ら

一
八
七

〇
年

ま

で
は
徐

々
に
減

少
し

、
そ
れ

か
ら

一
入
九

Q
年

ま

で
は
、

一
八

八
○
一
三

年
頃

を
頂
と

す

る
緩
慢

な

る
岡

を
な

し
、

一
入

九
〇
年
代

の
中
頃

か
ら
徐

々
に
増

加
を

始

め
、

一
九

一
〇
年

か
ら
微

落

に
轄

じ

、

一
九

二
〇

年

の
始

め
頃

か
ら
喜

び
激
増
を
始

め
て
み

る
。

一
八
五
〇
年

か
ら

一
八
⊥
ハ
○
年

間

の
も

の
は
、
殊

に
資

料

の
不
充

分
な

る
事

に
漏
さ
れ

て

み
る
か
も
知

れ
な

い
の
で
あ
り

、
事

實

は
、
寧

ろ
、
當

時
は
徐

々
に
増
加

せ
し

も
の

で
は
な

い
か
と

も
思

は
れ

る
。
長
期
景
気

波
動

の
高
潮

期
と
低

潮

期

と

に

二
度

峯

を
作

る
波

を
な
す

か

に
見

え

る
の
は
、
長

期
景
気

波
動

の
下

向
時
代

に
農
業

の
打
撃

が
殊

に
ひ
ど

町

い
-・G
言

は
れ

て
る

る
幕

に
鑑

み
て
、
興
味

深

き
も

の
が
あ

る
。

各
國

の
も

の

に
つ
き

一
八
五
〇
年

頃

か
ら

の
敷

の

待

ち

れ

る
も

の
は
英
佛

二
國

に
過
ぎ

す

、
他

は

一
八

八
○
一

一
九

二
五
年

に

つ
い
て
求

め
ら

れ
た
趨
勢

値

か
ら

の

偏
差

で
あ

る
か
ら

、
比
較

は
可
成
り
無

理

で
あ

る
が

、
今

假
り

に
之

れ

に
よ

れ
ば
英

は
、

一
八
六
〇
年

代

の
終
り

.頃

ま

で
増
加

し

て
そ
れ

か
ら

一
九

〇
〇
年
代

の
は
ち

め
頃

ま

で
減

少
を
続

け

、
そ
れ
か

ら

一
九

二
〇
年
頃

ま
で
激

増

を
続

け

、
其
後

減

少

に
轄

じ
、
米

は

一
八
七
〇

年
代

の
は
ち

し

め
か
ら

一
八
八
○
年

に
か
け
激

増

し
、
爾

後

一

入
九

〇
年
代

の
中

頃
ま

で
漸

減

し
、
後

、
更

に
増
加

を
は
ち

め
、
休

載
後
激

減
・し

て
み

る
。

斯

く
の
如

く
、
之

れ
を
各
國

別

に
見

る
時

に
は
可
成

り

の
鼠

調

子
を
見

る
の
で
あ

る
が
、
世
界

的

に
見

る
時

に

は
、
或

る
時

系

列

に

つ
い
て
は
既

に
、
長
期

景
気
波

動

の
姿

が
除

程
窺

は
れ
得

る
の
で
あ

る
。
然

し
更

に
、
襲

に
述

べ
た
所

の
仕
方

に
よ

っ
て
合
成

丁
指
数

を
求

め
、
そ
れ

の
正
常

的
増
加

か
ら

の
偏
差

を
求
め

る
な
ら
ば

、
今

一
層

、

長
期
景
気
波
動
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一
二
七

第

一
號

一
二
七
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長
期
暑
…氣
波
動

に
つ
い
て

第

三
十
四
巷

一
二
八

第

一
號
…

一
二
八

長
期

景
気

波

動

の
姿

を
見
得

る
の
で
あ

る
。
尤

も

、

一
八

五
〇
年
代

か
ら
起

っ
て
る
る
と
想

像
さ

れ
る
所

の
第

一

の
上

向
過
程

は
あ

ら
は
れ
な

い
の
で
あ

る
が
廿

そ
れ

は
、
最

も
重

み
を
附

せ
ら

れ
た
所

の
小

褒

の
指
数

の
基
礎

た

る
資

料

の
不

充
分

な

る
事

の
矯

め

に
、

一
八
五

〇
年
代

の
小
変

指
数

が
過

大

で
あ

っ
た
事

に
由
来

す

る
と
も
考

へ

得

ら

れ
る
の

で
あ

る
。
若

し
其

の
事

が
實

議

し
得

ら

れ

る
な
ら
ば

、
我

々
は
、
長
期
景
気
波

動

の
姿

を
愈

よ
明

か

に
見
得

る
で
あ

ら
う
。

一
見
飢

調
子

に
見

え

る
所

の
各
国

別

の
時
系

列
も

、
若

し
更

に
研
究

を
進

め

る
な
ら

ば
、

此

の
大

な

る
長
期
景
氣

波
動

に
特
殊

の
役
割

を
演

じ

つ
、、
、
各
国

特
殊

の
長
期

波
動

を
構

成

し
て
み

る
事

を

見
得

る

で
も
あ
ら

う
。
大
膿

に
於

て
英
国

は
第

㎝
の
上
向

魍
雅
を

一
入
七

〇
一

八

e
年
頃

ま

で
続

け

て
、
以
後

は

さ
し

た

る
増
加

を
見

る
事
な

く
.
佛
國

は
、
第

一
の
上
向

過
程

を

一
八
六
〇

f
七

〇
年
頃
ま

で
続

け

、
そ

れ

か
ら
停
滞

状
態

に
入

り

つ
～
、

一
入
八

O
l
九
〇

年
頃

か
ら
第

二
の
上
向

過

程

に
入

っ
て
み

る
。
濁
逸

は
、
第

一
の
急

激

な

る
上
向
過

程
を

一
八
七

Q
年
頃

ま

で
績

け

て
そ

れ
か
ら
や

、
鈍

り
、

一
八

九
〇
年
頃

か
ら
第

二
の
上
向

過
程

を
始

め

て
み
る
様

で
あ

る
。
米
国

は
、
本
稿

に
所
謂
長
期

景
気
波
動

よ
り

も
や

～
短
期

の
波
動

を
な
し

つ
～
、
先

づ
、

一
八
九

〇
1

一
九

一
〇
年
頃

ま

で
、
上
向

過
程
を
続

け
、
そ
れ

か
ら
や

〉
鈍

っ
て
み
る
横

で
あ

る
。
露
国

は

一
九

〇
〇
年
頃

ま

で
急
激

な

る
上
向

を
な

し

、
以
後

は
行

き
詰

れ

る
様

で
あ

る
。
而

し
て
、
何

れ

の
國

も
大

戦
を
期

と

し

て
惨
落

を
続

け
た

の
で
あ

る
が

、
佛

、
臼
、

に
於

て
は
休
載

と
共

に
、
露

に
於

て
は
、

一
九

二
〇
年
代

の
中
頃

か
ら

回
復

を
始

め

て
み

る
榛

で
あ

る
。
然

し
な

が
ら

、
之
等

の
事

は
、
勿

論
、
今

後

の
研
究

を
俟

つ
事

で
あ

る
。

日
本

に

つ
い
て
は
所
要

の
長

さ

の
統

計

な
き
爲

め
、
當
該
.種
類

の
世
界

の
時
系

列

の
正
常
量

で
除

し
た
も

の
を

本 文 の所各 国 の平 均 的 獲展 本業 の もの が非 常 に異 るので あ るか ら・實 は・13)
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用

ひ
た

の

で
あ

る
.
そ

れ
は
世

界

の
正
常

量

よ
り
も
遙

か

に
急

速
度

の
増
加

を
な

し
て
み

る
の

で
あ

る
か
、
其

の

事

は
、

日
本
経
濟

の
將
來

の
登
展

に

つ
き
、
重

要
な

る
考

慮
を
強

ひ

つ
、
あ

る
も

の
と
思

は
れ

る
。

財

の
側

の
観
察

と

し

て
は

、
更

に
取
引
量

が
問
題

に
な

る
。
私

は
此

の
鮎
を

、
假

り

に
、
輸
出

入
額

を
物
領

指

歎

で
除

し
た
も

の
を
用

ひ

る
の
で
あ

る
が

、
そ

れ
に

つ

い
て
は
、
別

の
機
會

に
考

察

し
た
所

に
譲

り
、

こ

～
に
は

繰

返

さ
な

い
。

こ

～
に
は
た

ゴ
、
襲

に
7

を
求

め

る
際

に
採

用
し

た
算

法
と

は
異

り

、
更

に
、
實

質
輸
出

入
指
敷

を
含

め

る
計
算

法

(
本
誌
第
三
三
窒

號

鶴
龜

稿
叢

)
に
よ
る
T

を

求
め
て
見

て
も
、
γ

と

さ
し
て
墾

化
は
無

い
と

」
;富

、
デ
ヤ

7

謁
」

』
-
「
ビ

;
」げ

)

)

専
一

う
ゴ
p
)

O

一皿[目

蓋

薯

を

嵩
団

七

に

麺

7
。
0

、
フ

∂

、/
。

凱

」
」

こ

洛

・
r
㌦

オ

D

セ

藍

肯

駐

孟

と

反

別

ヨ藝

こ

っ

き

窟

更

し

た
-

D

で

あ

る

い

、

蒸

し

、

材

の

側

に

於

け

る

長

期

エ

ぞ
ヨ

に

カ

ヒ

タ

じ

セ
ん
ニ
ゑ

サソ
　
ヨ

ま
ニ
　

ロ
　よ

　よ

リ
ロ
に
く

げ

ニこじ
　
ノ

く

コ

じ

ロ
ノ

ィ
つ

　

ノ
　

ノ

ロ
ノ

ヘ

へ

景

気
波

動

は

、
夏

に
分
配

の
方
面

を
有

す

る
。
然

し

、

一
膳

財

の
生
産
消
費

量

の
鍵
化

を
以

て
、
景
気

の
好
否
を

へ

し

見

る
規
準

と
す

る
約
束

を

す

る
以
上

、
そ

れ

に
正
比
例

的

に
照
悉

す

る
憂
動

を
な
す
必
然

性

の
無

い
所

の
分
配
事

清

は
、
そ

れ

に
よ

っ
て
,景
気

が

如
何

に
あ

る
か
を

判
断

す

る
も

の
と
し

て

∫
は
な
く

.

景
気

の
波

動
し
、
の

作
用

回

、

關
係

を
見

る
も

の
と

し

て
、
考

へ
ら

る
べ
き

で
あ

る
。

合

比

の
問
題
を

見

る
上

に
注
目

す

べ
き
も

の
は

、
資
本
家

所
得

と
勢

働
者

所
得
と
が

、
長
期
景

気

波
動
と
如
何

な

る
作

用
關
係

に
あ

る
か
、
と
言

ふ
事

で
あ

る
。
所

が
、
資
本
家

所
得

は
、
大

膿
、

利
子

、
利
潤

、
地
代
と
な

し

、

得

ら

れ
る

で
あ
ら

う
が

、
投
資
総

額

、
利
潤

及

び
地

代

に

つ
竪

て
憶

、
雄

編

の
研
究

に
資

し
得
ら

れ

る
如

き
長
期

ヱ

こ

シ

の
資
料

を
入
手

し
得

ら

れ
な

い
。
然

る
に
利
子

に

つ
い
て
は
英

、
佛

、
濁

の
中

央
銀
行
割

引
率
及

び
永
久
公
債

相

長
期
景
気
波
動
に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一
二
九

第

一
號

一
二
九



長
期
景
気
波
動
に
つ
い
て

策
三
+
四
巻

一
三
〇

第

一
號

一
三
Q

場
等

が
あ

る
。
今

前
者

に
よ

る
事

と
す

る
も

、
そ
の
壁

動

は
、
貨

幣
僧

位

の
憂

動
を
補
償

す

る
部
分
を
含

ん

で
み

る

の
で
あ

る
か

ら
、
實
質

利
子

の
趣
動

を
見

る
矯

め

に
は
、
各
国
物

債
指

数

(金
物
償

に
換
算

せ
ざ

る
も

の
)
を
連

鎖
指

数

に
還
算

し
、
そ

れ
を

以

て
各
国
中

央
銀
行
割

引
率

を
除

せ
ね
ば
な
ら

膿
。
次

に
勢
働

者
所
得

を
見

る
爲

め

に
は

、
勢

賃

と
就
業
激

と
を

見
ね

ば
な

ら

ぬ
が

、
後

者

に
つ
い
て
は
知

る
を
得

な

い
。
僅

に
入
手

し
得

ら

る

べ
き

メ

ヒ

モ

セ

英
國

の
失
業
統

計

も
.
鯨
り
擦

り
所

た
り
得

な

い
。

入
手

し
得

る
所

は
英

、
佛

、
米

、
猫

の
名

目
労

賃
指
数

で
あ

る
が

、

本
稿

の
目
ざ
す
所

は

、

弊
働

者
の
生
活
事

情

の
鍵
遷
其

の
も

の
よ
b
も
寧

ろ

、
r本
稿

の
假

り

に
探

れ

る

立
場

よ
り

す

る

一
元

的
財
丁
叉

は
T

の
ど
れ
だ
け

に
珍
興

し

つ
～
あ

る
か

に
あ

る
の

て
あ

り

,
假
定

に
よ
り

、
各

國

物

償
指
数

は
大

膿
そ
れ
を
基

準
と
す

る
も

の
と

す

る
の

で
あ

る
か
ら
、
普
遙

の
實

質
勢
賃

の
求

め
方
と
は

異

っ

て
、
簡
軍

に
、
物
慣
指
数

を

以

て
名

目
労
賃

を
除

し

て
實
質
労
賃

を
求
め

る
。
然

る

に
此

の
貴

賓
勢
賃

は
、

長
期

に
涯

増
趨
勢

を
持

っ
て
る

る
の

で
そ
れ

を
徐

か
ね
ば

な
ら

躍
。
今

、
之
等

に
よ

っ
て
見
る
な
ら
ば
長
期
景
氣

波
動

に
か

、
は
ら
す

、
實
質
利
子

は
さ
し
た

る
獲
化

を
受

け
す

、
實
質
勢

賃

は
、
長
期
景

気
上
向
時

代

に
下
向

し

、
反

射

の
場
合

に
反
劃

で
あ

る
事

を
知

る
。
此

の
事

は
、
大

腔

に
於

て
、
長
氣

上
向
景

気

時
代

に
は
利
潤

が
大

で
あ

る

事

、
從

っ
て
、
資

本
家

的
企
業

者
活
動

の
刺
戟

が
大

で
あ

る
事

、
を
物
語

る
。
此

の
事

は

、
さ
き

の
財

の
生
産

消

費

の
方

面

の
景

気
長

期
波
動

と
符
合

す

る
の

で
あ

る
。

然

し
以

上

に
於

て
は
、
資
本
家

所
得
部
分

や
、
勢
働
者

所
得

部
分

は
、
知
ら

れ
得
な

い
。
そ

れ
は
、
上

に
述

べ

た
言
昧

に
於

て
資

料

の
關
係

上
不
可
能

な

る
ば

か
り

で
な

く

、
更

に
、
我

々
の
立
場

よ
り
甲
又

は
田

を
考

へ
ら
れ

14)勿 論.此 の場 合 に も. 一 元 財 と して見 られ る場 合勢 働 者 の購 買 す るものオζ.
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た

も

の
を
作

る
産

業

に

た
つ

さ
は

っ
て

得

ら

れ

る
限

り

に
於

け

乃

資

本
家

所
得
部

分
勢
働

者
所

得
部

分

は
、

更

に
、
そ

れ
以
外

の
方
面

に
於

て
、
丁

叉

は
Ψ

に
よ

っ
て
代
表

さ
れ
得

ざ

る
財

の
責
買

に
よ

っ
て
歪

め
ら

れ
,
斯

う

し
た
方
面

に
於

て
得

ら

れ

る
所
得

も
亦

普
通
所

得
と

し

て
前

の
も

の
と
同
列

に
考

へ
ら
れ

る
所

か
ら

、
重
複

に
重

複

し
、
盆

々
困

難

で
あ

る
。
然

し
ム
ー假

り

に
、
比
較
的
人

な

る
増
加
率

を
示

し

、
且

つ
勢
賃
指

数
と

し

て
は
不
適

當

と
思

は

れ
る
猫
逸

の
そ
れ

を
除

き

、
英

、
米

、
佛

の
名

目
勢

賃

の
乗

積

の
三
乗

根

を
以

っ
て
大
腱

の
名
目
勢
賃

の
指
数
と
假

足

し
、

そ
れ
を
英
國
物
償

指
数

で
除

し

て
李
均

的
貴

賓
勢

賃

と

し
、
㌘

を
以

て
之

れ
を
除

す

る
な

ら

ま

,
年

々
の
生
産

物
中

に
占

む

る
軍
位

勢
賃
.の
割

合
が
出

る
。
今

そ
れ

の
劃
数

に

つ
き
最
少
自
乗

法

に
よ

っ
て
直

　
　
じユ
レ
　
　
　　
　
エ
　
ノ
　りや

ピ

　
　
　リヒ　
ニ
　
　

う
き
　
う

に
つ

接
を
あ

て
は
め

て
見

る
時

に
は
、
そ

れ
は
年

々

一
・
C

一
匹
四
分

σ

一
6
、
淘

づ
し

て
籠

る
耳

を
曳

る
σ

て
箆

る

從

っ
て
今

若

し
Ψ

の
生

産

に
關
す

る
就
業
.勢

働
者

人

口
が

年

々

一
・
〇

一
四
四
倍

し

て
み
る
と
す

る
な
ら
ば
、
年

々

の
生
産

物

に
劃

し
て
占

む

る
勢
賃

部
分

の
憂
化

は
、

さ
き

の
李
均

的
貴

賓
勢

賃

の
正
常

的
均
等

的
登
展

値
か

ら

の

偏

差

に
等

し

い
で
あ

ら
う

。

然

し
、
先

づ

一
・
●

一
四
四
倍

と
言

ふ
事

は
多

少
過
多

に
偲

は

れ

る
。

今

若
し

人

口

の

の
季

均
的
増
加

恋
丁
を

、

丁

〇

一
コ
と
す

る
な

ら
ば

、
年

々

∵

○

〇

二
三
七
分

の

一
つ

、
に
勢

働
者
所
得
部

分

が

少

く
な

っ
て
行

っ
た
事

と

な

る
。
然

し
叉

、
就
業
勢
働

者
人

口
が
均
等

な

る
増
加

を
な
す
と

は
考

へ
得

ら
れ
な

い

の

で
あ

る
か
ら

、

そ

の
正
常

的

増
加

か
ら

の
偏
差

を
以

て
、

假

に
、

T

の
正
常

的
増
加

か
ら

の
偏
差

に
近

い
と

推
定

す

る
な
ら
ば

、
實

質
勢

賃

部
分

の
正
常

的
登
展

値

か
ら

の
偏
差

は
、

さ
き
の
二

つ
の
偏
差

の
相
乗
積

に
よ

っ

て
、
大

燈

求
め
得

ら
れ

る
で
あ
ら
う

。
從

っ
て
之

れ
を
基
準

と

し

て
、
資

本
家
所

得
部
分

を
計

算

す

る
事

も
出

家

長
期
景
気
波
動

に
つ
い
て

第
三
十
四
巻

一
三

一

第

=
號

一
三

一
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長
期
景

氣
波
動

に

つ

い
て

箪

笥
十
四
巻

.

=
二
二

第

一
號

一
三
二

や
う

。
然

し
之
等

は
す

べ
て

、
軍

な

る
推
定

で
あ

る
。

肚
會

の
経
済
的
活

動

の
景

況
活
気

は
、
経
済
活
動

の
性
質

上

.
財

の
側

か
ら
計
ら

る

べ
き

で
あ

る
。
然

る

に
、

資

本
主

義
肚
會

の
景
気

を

、
然

ら
ざ

る
場

合

の
そ

れ
と
特

に
魑

刑
す

る
も

の

㌧

一
つ
は

、
そ

こ
の
経
済

活
動

が
資

本
家

的
生
産

方
法

に
よ

っ
て
支

配
さ

れ

て
み
る
關
係

上
、
利
潤

の
多
寡

に
直
接
關
係

を
及

ぼ
す
所

の
物
償
鍵

動
が

景

気
波

動
其

の
も

の
と
し

て
あ
ら
は

れ

る
事

で
あ

り

、
且

つ
、
財

以
外

の
範
園

に
於

て
、
擬
制
資

本

が
特
有

の
運

動

を
行

ふ
事

で
あ

る
。
此

の
後

者

は
重
要

な

る
も

の
で
あ

る
が

、
そ
れ

に
關

し

て
長
期

に
亙

る
資

料

を
得

る
事

は

困
難

で
あ

る
。
然

る

に
物
償

の
墾
動

に

つ
い
で
は
随

分
長
期

の
資

料
が
得
ら

れ

る
の

で
あ

っ
て
.

こ
れ
ま

で
の
長

殉

期

攣
動

の
研
究

に
於

い
て

こ
れ
を
主

と
し

て
研
究

し
た
も

の
も
少

く
な

い
。
今

こ
れ

に
よ

れ
ば

、
世
界

各
國

と

も

大

髄

一
様

な
波

動
を
な

し
、

一
八

一
〇
年
頃

か
ら

一
八
五
〇

年
頃

ま

で
は
逓

落

時
代

、

一
八

五
〇
年
.頃

よ
り
其

の

末
頃

ま

で
は
上
向

時
代

、
そ
れ

か
ら

一
八

七
〇

年
代

の
始

め
頃

ま

で
は
持

合
叉

は
漸
騰

の
時
代

で
あ
り

、
そ
れ

か

ら

一
八
九

〇
年
代

の
中
頃

ま

で
は
漸

落

の
時

代

で
其
後
漸

騰
時

代

に
入
り
大

戦

を
期

と

し
て
急
激

な
る
膨
騰
を
続

け

一
九

二

一
年

に
急
落

し
、
其
後

や

、
回
復

し

、

一
九

二
〇

年
代

の
終

り

に
叉
急
落

を
見

て
み

る
。
我

々
が
襲

に

財

の
側

か
ら

見
た
所

の
長

期
景
気
波

動

は
、
物
償

の
長
期
波

動

に
よ
く
照
恋

し

て
み

る
事

を
知

る

の
で
あ

る
。

(
大

戦

後

の
物
慣
鍵

動
と

財

の
憂

動

に

つ
い
て
は
街

ほ
後

に
述

べ
る
で
あ
ら

う
。
)
物
儂

の
　硬
-動

に

つ
い
て
は
荷

ほ
考
察

を
要

す

る
け
れ
ど

も
、
本
誌
第

三
三
懇
第

五
號

の
拙
稿

に
譲

る
事

に
す

る
。

償

絡

の
側
か
ち

の
考
察

に
際

し

て
は
、
普

通

、
金

利

の
動

き
が

見
ら

れ
る

の
で
あ

る
け
れ
ど
も

、
そ

れ
は
霊
丁
ろ

・6)文 献 につ きては ・近 く登 表 すべ き拙 稿「長期 馬 氣波 動 と世界 恐1荒」参照



實
質

利
子

の
問

題

と
し

て
考
察

さ

る
べ
き

で
あ
ら

う
。
術

ほ
、
或

は
、
慣

格

の
側

か
ら

の
観
察

及
び
財

の
側

か
ら

の
観
察

と
相
並

ん

で
、
両
者

の
綜
合
た

る
も

の
と
し

て
、
名

目
勢

賃

ぬ
輸

出

入
総
慣

絡
等
が
考

察
さ

れ

る
の
で
あ

る
が

、
そ
れ
は
常
盤

二

つ
の
も

の

に
分

析
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